
   



 
○うるま市交通基本計画策定検討幹事会設置規程 

平成３０年１月１６日 

訓令第１号 

改正 平成３０年５月１日訓令第４２号 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、うるま市交通基本計画の策定に必要な検討を行うため、うるま市交通基本計画策

定検討幹事会（以下「幹事会」という。）を設置し、その運営について必要な事項を定めるものとす

る。 

（所掌事務） 

第２条 幹事会は、うるま市交通基本計画の策定に関し、必要な事項の調査検討及び総合調整をするも

のとする。 

（組織） 

第３条 幹事会の幹事は、別表に掲げる職にある者をもって組織する。 

２ 幹事会に会長及び副会長を置き、会長に都市建設部長、副会長に都市建設部参事を充てる。 

３ 会長は、幹事会を代表し会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第４条 幹事会の会議は、必要に応じ会長が招集し、その議長となる。 

２ 幹事会は、幹事の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 幹事会の議事は、出席幹事の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 幹事会に出席することができない幹事は、代理のものを出席させることができる。 

５ 会長は、特に必要があると認めるときには、関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

（事務局） 

第５条 幹事会の事務局は、都市建設部都市政策課に置き、庶務を処理する。 

（補則） 

第６条 この訓令に定めるもののほか、幹事会の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定める。 

附 則 

この訓令は、平成３０年１月１６日から施行する。 

附 則（平成３０年５月１日訓令第４２号） 

この訓令は、平成３０年５月１日から施行する。  



 
○うるま市交通基本計画策定検討委員会規則 

平成３０年５月１日 

規則第２１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、うるま市附属機関設置条例（平成１７年うるま市条例第１９号）第３条の規定に

基づき、うるま市交通基本計画策定検討委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、市長の諮問に応じて、うるま市交通基本計画の策定に関し必要な事項を調査審議し、

その意見を答申するものとする。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員２０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

（１） 学識経験を有する者 

（２） その他特に市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、うるま市交通基本計画が策定されるまでの間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 第３条第２項第２号の委員が都合により会議に出席できない場合は、代理の者を出席させることが

できるものとし、その代理の者の出席をもって当該委員の出席とみなす。 

（意見の聴取） 

第７条 委員会において必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を聴くことができ

る。 

 



（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、都市建設部都市政策課において処理する。 

（補則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定

める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（会議の招集に関する特例） 

２ この規則の施行後最初に行われる委員会は、第６条第１項の規定にかかわらず、市長が招集する。 



 
 



 
 

番号  役職等 

1 学識 国立大学法人 琉球大学 工学部 准教授 

2 国 内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部 建設産業・地方整備課長 

3 国 内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部 道路建設課長 

4 国 内閣府 沖縄総合事務局 北部国道事務所 副所長 

5 県 沖縄県 企画部 交通政策課長 

6 県 沖縄県 土木建築部 都市計画・モノレール課長 

7 県 沖縄県 土木建築部 道路街路課長 

8 県 沖縄県 土木建築部 道路管理課長 

9 警察 沖縄県 うるま警察署 交通課長 

10 警察 沖縄県 石川警察署 交通課長 

11 公共交通 沖縄県バス協会 専務理事 

12 商工 うるま市商工会 会長 

13 観光 うるま市観光物産協会 副理事長 

14 市民 うるま市自治会長連絡協議会 会長 

15 市 うるま市 企画部 部長 

16 市 うるま市 市民部 部長 

17 市 うるま市 経済部 部長 

18 市 うるま市 都市建設部 部長 



 

No. 項 ご　意　見 回　　答

1 32

うるま市人口３位くらいなのに、図を見ていると沖縄県から疎外感
がある。陸続きであるので、そこに計画道路がないということを
もっと指摘すべきではないか。国道の恩恵を受けるべきは全県民平
等と思います。道路計画ないのは大問題と思います。

うるま市内の国道整備延長等について整理し、広域的な（高規格
の）道路整備の必要性を加筆します。

2 39

将来公共交通ネットワークについて
・バスではない公共交通構築を積極的に考えてほしい
・鉄軌道についてあまり触れられていない
・脱自動車社会をもっと訴えてはどうか
・説明文と図が一致していないのか図が見にくいです

・路線バス以外の公共交通である鉄道やLRTについは、交通結
　節点の観点を含め項目立てて整理し、公共交通網構築への
　取り組みを整理します。
・モビリティマネジメントの実施により移動手段を変更し、
　脱自動車社会の実現に取り組んでいく旨を追加します。
・説明文と図の対応がわかるように工夫します。

3 39

将来公共交通ネットワーク
（１）将来公共交通ネットワーク「現状の問題点」の７項目目
「高齢者の免許証返納」については、現在、計画案で挙げられてい
る通り、高齢化社会の進展により、高齢者を取り巻く交通環境の整
備はぜひ必要であると思います。

ご意見の通りだと思いますので、うるま市としても交通環境の整備
を推進していく考えです。

4 42

基本方針Ⅰの方向性をもっと追加してはどうか。 道路空間の有効活用に関して、景観が優れた道路空間、道路空間の
オープン化等の方向性を追加します。

5 42

うるま市では初のラウンドアバウトが供用開始されたが、災害時に
自立する交差点は今後重要だと思うので、災害時の項目に追加して
どうか。

防災の部分で、ラウンドアバウトに関する記述を加筆します。

6 43

基本方針Ⅳへの追加
【カーフェリー舟航】島しょ地域の袋小路の交通環境改善のため、
伊計島又は宮城島と宜野座村との間でカーフェリーの舟航を確立す
る。合わせて、フェリー発着地と宜野座ICへのアクセスを整備する
ことで高速交通体系の道路網の構築が図られる。そのことにより環
金武湾を巡回するコース設定が容易になり、島しょ地域観光の大き
な支援策ともなる。
（例：鹿児島県錦江湾カーフェリー事業など）

7 －
伊計島と金武町、宜野座村を結ぶ架橋は環金武湾の夢。

8 43

東西軸
東西連絡道路は非常に良いと感じていますが、図で表すところのど
れにあたるのでしょうか。図で表してほしいと感じます。

将来道路ネットワーク図上に「東西連絡道路」を明記します。

9 －

沖縄県は車社会なのでCO2排出削減などの環境精神を押し出してほし
い。

モビリティマネジメントの実施により移動手段の変更に取り組み、
環境負荷低減に繋げる旨を加筆します。

10 －

１８時～１９時頃の高速道路北インターの出口が混雑しすぎてい
る。道路拡張等で対応できないか。

うるま市も隣接する沖縄北IC周辺の混雑緩和を関係機関に要望して
いますが、交通基本計画では沖縄北IC周辺混雑解消の一翼を担い、
本市市街地からのICアクセス10分圏域拡大による利便性向上のた
め、新規IC「うるまIC（仮称）」の整備を推進していきたいと考え
ています。

11 －

実現に向けた取り組み・推進体制について
私は道路や交通について、技術的な知識は持ち合わせておりません
が、「観光」と「災害」については、思うことがあります。
まず、観光については、海外を歩くとき、道の素晴らしさにうっと
りしてしまうことがあるのは、その整備の素晴らしさと住民の美化
意識と思います。観光立県を目指す沖縄（うるま市）もその取り組
みを見習わなければいけないと思います。
また「災害」については、大震災以降、国をはじめ、私たちの日常
においても防災の意識が高まっていると思いますが、今年の大型台
風をみてもやはり安心・安全な交通環境の整備って大事と思いま
す。
私たちの暮らしの中で、普段はありがたさを意識しないくらい大切
な「交通」、「道」の整備をこのように考えていかなくてはいけな
いと勉強になりました。

・景観面からの道路空間のあり方や道路整備について追加し
　たいと思います。
・災害についてはご意見の通りであり、基本方針Ⅲ（P42）で
　も方向性を示していますが、安心・安全な交通環境整
　備は重要であります。貴重なご意見ありがとうございまし
　た。

島しょ地域の生活を支える交通体系として、また観光拠点間の移動
時間短縮に寄与できる可能性はあると考えられます。本計画策定に
向けた基礎調査（市民ニーズの把握）では掘り起こしができなかっ
たため、今後は「島しょ地域」と「宜野座村・金武町」間のアクセ
スニーズがあるかどうか、また観光部署等の幅広い意見も踏まえ検
討していきます。



 







 
■交通施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

うるま市の概要と地域特性 将来目標 基本理念 うるま市の交通の課題 

【うるま市の概要】 

 2005年 4月に 2市 2町が合併

し誕生。 

 市人口は増加傾向であり、平成

30年 10月時点で約 123千人。

但し、人口減少地域も存在。 

 将来人口推計では 2040 年頃を

ピークに減少に転じる見込み。 

 第 1次産業が低く、第 3次産業

が高い都市型産業構造である。 

 製造業別出荷額では、食料品製

造業が全体の約 3割を占める。 

【うるま市の地域特性】 

 8 つの島々があり、美しい風景

と豊かな自然に恵まれている。 

 世界遺産「勝連城跡」をはじめ、

観光名所が豊富である。 

 2 つの港を有し、海中道路やビ

ーチが複数存在する。 

 モズク収穫量は全国 1 位であ

り、全国の約 4割を占めている。 

 中城湾港新港地区の立地企業

数は増加傾向であり、平成 26

年時点で 221社である。 

 県の市町村別工業専用地域割

合では、工業専用地域 47％、工

業地域 46％と沖縄で最多。 

 勝連半島には沖縄本島全体に

石油を供給する石油基地、本島

唯一の製糖工場等が立地し産

業的に重要地域である。 

【全体課題（分野別）】 

道路 

 階層型ネットワークの構築。 

 2車線道路の多さや右折帯がない

等による混雑交差点の改良 

 安心安全な歩行空間と、自転車の

安全で快適な通行空間の確保。 

 緊急輸送道路の液状化や浸水防

止対策。 

 自然景観の保全と活用。 

公共交通 

 バス利用者の減少対策。 

公共交通空白地域の解消。 

【地域別課題】 

北部エリア 

 石川 IC周辺の交通拠点の検討。 

 市街地の慢性的な渋滞解消に

向けた補助幹線道路の検討。 

中部エリア 

 混雑度 1.0以上区間や道路混雑

箇所の原因究明と対策検討。 

 沖縄北 IC周辺の混雑緩和。 

東部島しょエリア 

 救急搬送時間の短縮。 

 那覇空港と観光拠点間の速達

性と分かり易さ等の向上。 

 災害時における海中道路の復

旧計画の確立 

中城湾港新港エリア 

 那覇方面と那覇港と中城湾を

結ぶ、広域的な道路ネットワー

クの拡充強化。 
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基本方針Ⅱ 

戦略的な物流の円

滑化を図る交通環

境の交通 

基本方針Ⅲ 

利便性の高い公共

交通サービス等の

構築 

基本方針Ⅳ 

災害時等の迅速な

移動を実現させる

交通体系の構築 

基本方針Ⅴ 

魅力があり、使い

やすい道路交通空

間の創出 

 高速交通体系の道路ネットワ

ークの構築を目指す。 

 広域的な「南北軸」「東西軸」

と、市街地への交通を抑制させ

る「環状道路」の実現を目指す。 

 賑わいを創出するための道路

空間の有効活用を目指す。 

 世界遺産勝連城跡や海中道路、

石川多目的ドームなどの観光

地へのアクセスを向上し、観光

客数増加等を目指す。 

 基幹バス延伸や将来的な鉄軌

道整備を見据えた道路空間の

確保を目指す。 

基本方針 施策の方針（方向性） 

基本方針Ⅰ 

体系的な道路網の

構築 

 中城湾港や島しょ部方面の交

通アクセスを向上し、産業活動

や物流を支援する。 

 那覇港と中城湾港の機能連携

に資する物流円滑化を目指す。 

 バスや航路の利便性向上と利用

者数増加を目指す。 

 新技術や新交通サービス等を用

いて、交通弱者に対しても利便

性の向上を目指す。 

 島しょ部からの救急搬送や物

資輸送を支援する。 

 道路空間の防犯性向上と災害

時の誘導方策の確立を目指す。 
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目標２ 
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施策イメージ 

 （仮称）中部東道路の整備 

 沖縄バイパスの整備 

 （仮称）うるま ICの設置 

 交差点改良（右折帯設置） 

 県道沖縄環状線や県道宜

野湾北中城線の交通アク

セスの向上 

 沖縄北 ICアクセス向上に

資する道路整備 

 基幹バス延伸 

 コミュニティバス等導入 

 バスの自動運転社会実験 

 モビリティマネジメント 

 景観に優れた道路空間の

整備 

 道路空間上でオープンカ

フェやイベント等の開催 

 わかりやすい案内誘導 

 イベント時の P&Rや、シ

ャトルバスの機能強化 

 交通センター整備 

 県道沖縄石川線の拡幅、

右折帯設置 

 海中道路機能強化 

 緊急輸送道路の無電柱化 

 ラウンドアバウトの整備 

 災害時の誘導方策 




